
医療情報連携ネットワーク⽀援Navi > ピカピカリンク

全体概要

対象地域 佐賀県全域

構築時の主な関係者 佐賀県
佐賀県医師会
関係医療機関

費⽤負担
※構築費⽤はデータ出⼒対
応費を含む

構築費⽤︓ 126,881千円
＜負担者＞
・総務省
・開⽰施設
運営主体の運⽤費⽤︓ 20,295千円/年
＜負担者＞
・県

規模 参加患者数︓ 413,417⼈
参加機関数︓ 384施設
・開⽰施設 13施設
・閲覧施設 371施設
[令和2年1⽉末現在]

病病／病診連携以外のサー
ビス

薬局との連携サービス、介護事業所との連携サービス（⼀
部）、他医療情報連携ネットワーク（アザレアネット）との
連携サービス、地域連携パスの運⽤（⼀部）

概要
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ピカピカリンク（平成22年稼働）
佐賀県診療情報地域連携システム協議会（佐賀県）

0952-97-8286（ピカピカリンクヘルプデスク）  公式ホームページ

※平成29年3⽉時点
（全体概要は令和2年1⽉末時点の情報を掲載）
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計画Step

- １．地域課題、要求事項の抽出

- ２．必要性の検討

- ３．事業概要の決定

- ４．事業運営主体の組織の設置

- ５．個⼈情報保護⽅針などの作成

- ６．ガイドライン・標準規格などの確認

- ７．システム化⽅針決定

- ８．事業計画・収⽀計画の⽴案

構築Step

- １．⼯程管理

- ２．仕様書作成・調達

- ３．要件定義・設計

- ４．構築

- ５．テスト

運⽤Step

- １．運⽤に向けた⽂書作成

- ２．システム運⽤保守体制決定



 ピカピカリンクは、佐賀県全域を対象としている医療情報連携ネットワークである。医師の地域偏
在への対応や、複数の医療機関を受診する患者に対して切れ⽬なく質の⾼い医療を提供する⽬的で、総
務省「地域ICT利活⽤モデル構築事業」（遠隔医療モデルプロジェクト）を活⽤して、医療情報連携ネ
ットワークを構築、平成22年11⽉に稼働した。
地域の開⽰施設が様々なベンダの電⼦カルテやオーダリングシステムを導⼊しているため、ベンダを
選ばない地域医療連携システムであるID-Link（株式会社エスイーシー、⽇本電気株式会社）を採⽤
し、参加機関間の情報連携を実現している。⼀部の開⽰施設については、ピカピカリンクを電⼦地域連
携パス（愛称はさがんパス.net）（以下、さがんパス.net）の運⽤、介護事業所との連携にも活⽤して
いる。ピカピカリンクの運⽤により、医療の質の向上や地域医療連携の推進○○などの効果が上がって
いる。

図表︓ピカピカリンク概念図

出所︓佐賀県診療情報地域医療連携システム協議会資料

特徴

ピカピカリンクの特徴は、佐賀県全域を対象とし、全ての⼆次医療圏において少なくとも1つの中核
病院が開⽰施設として参加していることである。
また、運営体制も特徴的である。構築時や運⽤開始当初は関係機関の代表者で構成される運営体制で
あったが、運⽤開始後は開⽰施設の実務担当者を中⼼とする体制に⾒直したことで、医療現場の状況を
ふまえた具体的かつ迅速な検討が可能となった。これにより、医療現場から閲覧したいというニーズが
⾼かったカルテ記事を共有することを決定し、2015年4⽉より⼀部の開⽰施設で共有を開始したとこ
ろ、参加機関では好評であり、参加機関数の増加につながった。現在では、当該開⽰施設のアクセス情
報の4割をカルテ記事が占めている。

 その他の運営体制の特徴として、普及推進やヘルプデスク対応を別の組織に委託している。運営主
体の事務局は運営主体である「佐賀県診療情報地域医療連携システム協議会」会⻑の所属機関が担うこ
とになっており、現在は中核病院である佐賀県医療センター好⽣館が担っている。中核病院が普及促進
などに⼗分な時間を割くことが難しいため、普及促進組織が運営主体とは別に存在することで、参加機
関の患者紹介先など、ピカピカリンクに参加してほしい医療機関に普及促進組織がアプローチするなど
積極的な普及促進活動が可能な体制になっている。

成功要因

検討開始から2年弱、3回の正式会議を経て運⽤開始に⾄るなど、合意形成やシステム構築が効率的に
進んだ。その成功要因は、先⾏して医療連携を開始していた病院の地域医療連携システムを採⽤し、県
全体で統⼀プラットフォームで医療連携を⾏うことの重要性について検討当初に合意できたこと、⼩さ
い県のため交流がしやすく合意形成をしやすい地域であったことが挙げられる。
また、脳卒中の地域連携パスの電⼦化を実現、⼀部の関係機関において運⽤開始している。佐賀県医
療センター好⽣館と同病院が管理病院となっている患者および⽩⽯共⽴病院など、ピカピカリンクの参
加機関のうち脳卒中の地域連携パスに関わっている施設を対象に限定した範囲で運⽤を開始している。
これにより、データの集約化や、患者の現在の状況の把握が可能になった。さがんパス.netはピカピカ
リンクとは別システムであるが、ピカピカリンクと連携することで患者基本情報も共有可能となってい
る。

 参加機関が増加した要因として、カルテ記事の公開が挙げられる。開⽰施設である佐賀県医療セン
ター好⽣館が電⼦カルテ記事の公開を始めたところ、紹介状に書かれていない診療経過や検査結果の解
釈が分かると閲覧施設から⾼い評価を受けた。実際、閲覧された情報の4割近くを占めるなど、カルテ
記事は閲覧施設のニーズが⾼いことが判明し、これまで興味を⽰さなかった医師が参加するようになっ
た。カルテ記事の公開は、参加機関を増やすために⾮常に有効である。

- ３．参加機関の募集・説明・契約

- ４．設備⼯事・導⼊

- ５．参加患者募集

- ６．評価・課題整理

- ７．ネットワーク間連携

更改Step

- １．改善事項検討



ネットワーク構築時の苦労

当初、開⽰施設は、モデル的に3施設から始めることを想定していたが、連携効果を最⼤化するため
全⼆次医療圏の中核的な病院に開⽰施設として参加してもらうべきであるとの⽅針に急遽変更となっ
た。設置完了までの期間が短かったことや、ゲートウェイサーバ費⽤の半額を開⽰施設に負担してもら
う必要があったため、それぞれの中核的な病院に理解を得ることに苦労した。この点については、県・
⼤学・医師会が連携し、各病院への説明を重ねたることなどにより解決が図られた。

運営主体からのこれから医療情報連携ネットワークを構築する⽅へのメ
ッセージ

開⽰施設である佐賀県医療センター好⽣館が電⼦カルテ記事の公開を始めたところ、紹介状に
書かれていない診療経過や検査結果の解釈が分かると閲覧施設から⾼い評価を受けた。実際、閲
覧された情報の4割近くを占めるなど、カルテ記事は閲覧施設のニーズが⾼いことが判明し、こ
れまで興味を⽰さなかった医師が参加するようになった。カルテ記事の公開は、参加機関を増や
すために⾮常に有効である。
患者からの同意書の取得は、医師が⾃ら取得するより看護師や医療ソーシャルワーカーなど医
師以外のスタッフが取得する運営体制を作ることができると格段に進む。開⽰施設である⽩⽯共
⽴病院では、医療連携が必要な患者のほぼ全員分の同意を取得することを⽬指してそのような体
制で取り組んでおり、効果を発揮している。
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